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	「戦争は人の心の中で生れるものであるから、人の心の中に平和のとりでを築かなければならない。」　― ユネスコ憲章前文　
	当日のプログラム
	13:10 開会・現地からの挨拶・趣旨説明
	13:15 高校生による探究発表
	ユネスコ活動に取り組む高校生が、継続してきた国際支援と探究ESD活動について報告します。
	・UNRWAを通じたパレスチナ難民の子どもたちへの教育・学校支援

	13:35 須賀川拓氏特別講義・学生との公開対談
	戦地や紛争地域を取材してきたジャーナリストの須賀川拓氏と、長年にわたりパレスチナ難民への人道支援に携わるUNRWA保健局長・清田明宏氏をオンラインで結びます。
	ナビゲーター.   市邨学園  名古屋経済大学国際交流センター ユネスコESD推進室 特任講師 松野 至
	14:50 学びの共有・登壇者からのメッセージ
	15:00 閉会

	本事業が目指すもの
	なぜ、ユネスコ事業として実施するのか
	継続する学校支援と国際協働
	文部科学省「EDU-Portニッポン」採択事業
	海外（台湾・韓国・ヨルダン・エジプト）との協働から得た学びを日本の学校教育と地域社会へ還元するとともに、一方向の教育支援ではなく、相手の文化や教育実践を尊重した水平的・双方向的な学びを大切にします。学生が世界の課題を自分自身に関わる問題として捉え、対話し、考え、行動する力を育むESDの実践として、持続可能で平和な社会の形成に貢献します。　　　　　　　　　　　　　　　　　※本事業は予告なく変更となる場合があります


